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聖句 「互いに愛し合いなさい」 

      わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。 

      これがわたしの掟である」   ヨハネによる福音書 15 章 12 節 

6 月の聖句   

「これは主の御業 わたしたちの目には驚くべきこと」 

                                  詩編 118 編 23 節 

  

 

毎朝、園庭で登園を待っていると、大きな声で「おはようございます！」と挨拶をしながら、園

児たちが飛び込んできます。その元気な挨拶は、私たちや周りにいる園児、保護者までも元気

にしてくれます。 

ある朝、いつものように園児たちを待っていると、卒園児の祖母の方が、私に話しかけてきま

した。 

「園長先生、うちの孫は小学校で先生に褒められ、私はとても嬉しいのです」と仰るのです。 

何故だろうと思い伺ってみると、その卒園児は小学校でも毎朝元気な声で、「おはようござい

ます！」と担任の先生やお友だちに挨拶をしているようで、その事が良いきっかけとなり、クラス

全体が明るい雰囲気になり、一日をはじめることができていると言うお話でした。 

お話し下さっている祖母の表情は本当に嬉しそうで、私自身も同様の気持ちになりました。

受け身の挨拶ではなく、自ら進んで行う挨拶は、周りの人たちに元気や明るさをより一層与え

ます。 

毎朝こども園で交わしていた挨拶が元気や明るさの源になり、卒園児が褒められる事は本

当に嬉しい事です。卒園してからも多くの卒園児が、プルトップリングやペットボトルキャップを

小学校の帰りに持参してくれます。 

良い事を良い事と信じ、いつまでも取り組んでいってほしいと願っています。 

園長 堀江和広 

 


